
   

         今更͵Ϝウス問題 

     松本拓海          塩谷勇 

 法政大学理工学部創生科学科 法政大学理工学部創生科学科 

1． ͺͣΌͶ 

Ϝウス͹歴史ͺキーボーχ͹歴史Ͷ比΄ͱ浅くɼキ

ーボーχͳϜウスͺ相補的Ͷ利用さΗͱいΖɽこ͹

二ͯͳ OS͹間Ͷ密接͵関係΍あΖɽϜウスͺ果ͪ

͢ͱʹ͹程度͹正確さを持ͮͱ利用さΗͱいΖ͹

͖検証を行うɽ 

2. 実験方法 

2.1 Ϝウスͳパッφを用いͪ時間測定   図 1aͶ示͢

ͱいΖ netlogo ͳいうシュϝレーションソフφを用いͱ

実験を行うɽϜウスを画面上ͶあΖ領域͖Δ目的ͳͤΖ

領域Ͷ正確Ͷ移動Ͳ͘Ζ͖を実験ͶΓͮͱ測定ͤΖɽ二

ͯ͹領域ͺ位置を変えͱ(斜Ό上下΃͹移動)ɼ目的͹領域

Ͷ正͢く移動させͱϜウスをクリックͤΖまͲ͹時間を

測定ͤΖɽ(図１b) 

10人͹被験者Ͷͯいͱ測定͢ɼそ͹結果を報告ͤΖɽϜ

ウスͺ様々͵物͗あΕɼ本研究Ͳͺ写真͹ BUFFALO 社

͹物を用いͪɽ(図 2) まͪɼ今回使用ͪ͢ PC ͺ

Windows8を用いͪɽ          

 図 2 実験Ͳ使ͮͪϜウス 

 

 

 

 

 

３．実験結果 

10人͹被験者͹時間͹平均を比較ͪ͢΍͹͗以下͹表 1 

ͲあΖɽ 

表 1．時間͹平均 

 

ᶅ Ϝウスͳパッφを比較ͪ͢場合ɼϜウスͺパッφͶ

比΄ʹ͹場合΍約 1.8倍時間を短縮Ͳ͘Ζɽ 

ᶆ 右上→左下ɼ左下→右上Ͳ比較ͪ͢場合ɼ後者͹ほ

う͗Ϝウス・パッφͳ΍Ͷ時間͗短く͵ͮͪɽ 

ᶇ 左上→右下ɼ右下→左上Ͳ比較ͪ͢場合ͺɼʹͬΔ

͹方向͖ΔͲ΍時間͹差ͺ͵いこͳ͗分͖ͮͪɽ 

まͪɼこ͹表͖Δ分͖Ζこͳͳ͢ͱɼ右利͘͹人ͺɼ左͖

Δ右͹操作をͤΖほう͗逆͹操作をͤΖΓΕ΍やΕやͤ

いͳいうこͳ͗判明ͪ͢ɽ 

まͪɼ実験υータ͖Δ標準偏差を求ΌΖͳ以下͹表͹Γ

うͶ͵ͮͪɽ 

表 2 時間͹標準偏差 

こ͹表͖Δ分͖Ζこͳͳ͢ͱɼ 

ᶅϜウスͳパッφͲͺϜウス͹ほう͗ɼ標準偏差͗小さ

いこͳ͖Δɼ͖͖ͮͪ時間͕͕͗Γそ同ͣΓう͵結果Ͷ

͵Ζこͳ͗分͖ͮͪɽこΗͺϜウスͳパッφ͹操作性͹

問題ͫͳ考えΖɽ 

こ͹二ͯ͹結果͖ΔɼϜウスを用いΖこͳͲΓΕ早く正

確ͶPCを操作Ͳ͘ΖΓうͶ͵Ζͳいうこͳ͗分͖ͮͪɽ 

4. 今後͹課題 

 左右͹Ϝウス操作ͶͯいͱさΔͶ実験を͢ͱいͪ͘いɽ 

まͪɼ・右上͖Δ左下͗ɼ少͢数値͗大͘い 

・色や目標͹大͘さͶΓΖ違いͶͯいͱ

΍今後研究͢ͱいͪ͘いɽ 

右上→左下 左下→右上 左上→右下 右下→左上
パッド 7.35 6.71 7.17 7.15

マウス 4.16 3.9 3.93 3.99

右上→左下 左下→右上 左上→右下 右下→左上
パッド 0.53 0.52 0.58 0.49

マウス 0.39 0.37 0.42 0.29

図 1b 領域ͳ移動方向 図 1a netlogoͶͯいͱ 
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